





































































































































にしている。こ ひとし 4 
れは，子どもが ゆうじろう 7.2 














































































































































み く：だってさー ， 7.2は8の何倍って聞いて
いるやろ。7.2の方が小さいのに，何倍
って聞かれて 1を越えるはずがないや
ん。
ななみ：そうそう，それが言いたかったんよー。
・---------------------------------------
みくは普段からななみと仲良くしている子ど
もであり，ななみのニュアンスを汲み取っていた
のかもしれない。このやりとりを近くで聞いてい
た数人も「えっ，どういうこと」「だからさー ...」
と話し始め，瞬く間に数人に共有された。これら
の子どもの様子を見て， 「これなら短い時間で共
有化が図れる」と考え，その日の帰りの前に「少
しだけ算数の続きの話しで，みくの話を聞いても
らっていい？」と投げかけた。そうして「小さい
ものが大きいものの何倍かって聞かれて 1を越え
るはずがない。」という話を学級全体で共有した。
となりで捐釈し合う様子からも，概ね共有された
様子がうかがえた。
3. 2. 小数倍（第2・3用法）～小数のわり算第7時～
授業冒頭以下の課題を提示した。
かいと君は，カードを 40枚もっています。
叫二二二］の 1.6倍のカードをもっています。
だいち君は何枚のカードをもっているでしょ
う。
A だいちはかいとの 1.6倍（第2用法）
B かいとはだいちの 1.6倍（第3用法）
2題を並列的に扱うことで「だいちから見て•••」
「かいとの 1.6 倍が••」等の割合的な見方や「図
に表すとここが 1.6倍になるけど，反対だったら
ここが1になる」等の割合的な考え方を働かせな
がら問題解決に向かう子どもの姿を引き出した
いと考えたからである。課題提示をした後すぐ
に「だいちはかいとの 1.6倍でしょ」と言った。
この反応からも，実生活に馴染みのある第2用法
がイメージしやすいことは伺えた。そして「かい
とはだいちの 1.6倍でもいい」という反応が続く
ところまでは想定内であった。しかし，ここから
展開が大きく変わる。
：ともき：かいとはだいちの l.6倍はおかしいよ。：
：子ども：そうやな，おかしいおかしい。
i子ども：えっ，おかしい・・?
-----------------------------------------
ともきのこの発言に影響を受け「おかしい」と
いう声が強くあがった。この反応により授業は
「どちらが正しいのか」を考える時間となった。
「どちらでもできる」と考えていた子どもがいな
いわけではなかったが， Bも正しいと言えるだけ
の割合的な考え方がなかなか出てこず，授業が停
滞することになった。その中でようやく出てきた
のが，これまで何度も問題場面を関係固で表して
きた子どもによる関係医であっt4関係図は概ね
共有でき， A,Bそれぞれが64枚と 25枚になるこ
ともわかった。しかし，最後まで線分図や数直線
に表そうとする子どもがあまりおらず，授業後段
で「Bを数直線に表すとどうなる？」と投げかけ
ても「分からない」という子どもがみられた。子
どもが第3用法を解釈する難しさを痛感した授
業となった。
4 成果と課題
子どもにとって困難である割合の学習におい
て，割合の単元以外で身に付けた「割合的な見
方・考え方」を働かせた割合学習が必要であるこ
とは間違いないと考える。今回，小数の乗除の学
習において割合的な見方・考え方を働かせること
ができれば，割合学習につながるような見方・考
え方が育むことができると思い実践に取り組ん
だ。実践を通して，見えてきた成果と課題は以下
の通りである。
子どもが感覚的にもつ「割合的な見方」が表
出するような授業により，割合的な見方は割
合学習以外でも育んでいくことができる。
「割合的な見方」を解釈するための「割合的
な考え方（言葉や式，関係図数直線等）」が
十分使えるものとなっておらず，十分な理解
が得られなかった。
「割合的な見方 ・考え方」を働かせて問題解
決したことを自覚し使える知識となるリフレ
クションが足らなかった。
これらの課題を踏まえて，さらに研究を続け，
子どもにとって困難である割合学習のハードル
を下げる指導のあり方を追究してきたい。
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